
例例

島田 千春さん

平平成成２２９９年年 桶桶川川市市成成人人式式典典
11月月99日日（（月月・・祝祝））、、市市民民ホホーールルをを会会場場にに桶桶川川市市成成人人式式典典がが行行わわれれ、、773399人人がが大大人人

のの仲仲間間入入りりをを果果たたししままししたた。。
桶桶川川市市のの成成人人式式典典はは、、新新成成人人をを中中心心ととししたた実実行行委委員員会会がが企企画画・・運運営営ししてていいまますす。。
式式典典のの第第22部部でではは、、恩恩師師のの登登場場ややククイイズズののほほかか番番号号がが付付けけらられれたたフフリリススビビーーをを

客客席席にに飛飛ばばしし当当選選者者をを決決めめるる抽抽選選会会をを実実施施。。盛盛りり上上ががりりをを見見せせままししたた。。
桶桶川川市市のの成成人人式式典典はは、、新新成成人人式式研研究究会会主主催催のの『『成成人人式式大大賞賞』』ににおおいいてて、、88年年連連

続続でで受受賞賞ししてていいまますす。。平平成成2288年年ににはは、、素素朴朴なな内内容容ななががらら随随所所ででササププラライイズズ性性をを持持
たたせせるるななどどのの工工夫夫がが評評価価さされれ、、大大賞賞、、準準大大賞賞にに次次ぐぐ「「優優秀秀賞賞」」にに輝輝ききままししたた。。

次次世世代代をを担担うう新新成成人人にに聞聞ききままししたた

式式典典にに参参加加ししたた新新成成人人
たたちちにに「「2200歳歳のの抱抱負負」」
ををススケケッッチチブブッッククにに書書
いいてていいたただだききままししたた。。

氏名 大木 和紗さん

坂本 大志さん

澤 万由さん 村埜 宏輔さん

奈良 伊緒莉さん

佐伯 麗宝さん 榊原 百恵さん

原田 幹太さん 大嶋 聖らさん

井上 湧介さん 関 龍之介さん

今村 文香さん

平石 康太さん清水 智裕さん

長尾 俊希さん葛山 幸恵さん

山﨑 彩夏さん矢澤 杏奈さん

野口 幸志さんと友人
山﨑 裕也さん山﨑 琢也さん

▲実行委員の皆さん
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桶桶
川川
市市
男男
女女
共共
同同
参参
画画
都都
市市

宣宣
言言
のの
基基
本本
理理
念念
かか
らら

考考
ええ
るる

身身
近近
なな
暮暮
らら
しし
のの
中中
かか
らら

「「
自自
立立
」」とと「「
平平
等等
」」をを
考考
ええ
るる

事
例
1
あ
る
共
働
き
夫
婦

事
例
2
妻
が
い
な
い
と
ダ
メ
と
い
う
夫

〜
あ
る
介
護
施
設
で
〜

事
例
3
退
職
後
の
暮
ら
し

「「
意意
識識
をを
カカ
イイ
カカ
クク
。。

男男
女女
でで
ササ
ンン
カカ
クク
。。

社社
会会
をを
ヘヘ
ンン
カカ
クク
。。」」＊

桶
川
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

男
女
が
と
も
に

人
間
と
し
て
の

自
立
と
平
等
を
基
本
理
念
と
し
て

性
別
を
超
え

世
代
を
超
え

多
様
な
生
き
方
を
認
め
合
い

自
ら
の
意
思
で

あ
ら
ゆ
る
分
野
に

参
画
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し

こ
こ
に
桶
川
市
は

「
男
女
共
同
参
画
都
市
」を
宣
言
し
ま
す

市
で
は
、
平
成
10
年
に
桶
川
市
男
女
共

同
参
画
都
市
宣
言
を
し
ま
し
た
。
宣
言
で

い
う
「
自
立
と
平
等
」
と
は
ど
ん
な
こ
と

で
し
ょ
う
か
？

一
般
的
に
「
自
立
」
と
は
、
他
の
助
け

や
支
配
な
し
に
自
分
一
人
だ
け
の
力
で
物

事
を
行
う
こ
と
や
、
独
立
す
る
こ
と
、「
平

等
」
と
は
、
偏
り
や
差
別
が
な
く
、
み
な

等
し
い
こ
と
を
言
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
個
と
し
て
の
人
間
に
お
い
て
、

価
値
に
差
は
な
く
、「
人
」
と
し
て
認
め

合
い
、
だ�

れ�

で�

も�

参�

画�

で�

き�

る�

社�

会�

を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
4
つ
の
事
例
は
、
実
際
に
あ
っ
た

例
で
す
。

最
近
、
男
性
看
護
師
が
増
え
て
き
た
。

同
僚
の
Ｓ
君
は
「
同
じ
職
場
の
Ｔ
さ
ん

と
結
婚
し
ま
す
。」
と
以
前
、
メ
ー
ル
で

報
告
し
て
き
た
。
妻
の
Ｔ
さ
ん
の
ほ
う
が

帰
り
が
遅
い
た
め
、
夕
食
は
Ｓ
君
が
担
当

す
る
。
1
週
間
、
同
じ
物
を
作
ら
な
い
よ

う
に
写
メ
を
撮
り
、
そ
の
日
の
夕
食
の
メ

ニ
ュ
ー
を
聞
け
ば
す
ぐ
に
答
え
が
返
っ
て

く
る
。
掃
除
・
洗
濯
も
暇
な
方
が
す
る
と

い
う
。

彼
が
自
前
の
弁
当
を
広
げ
つ
つ
メ
ー
ル

を
確
認
す
る
姿
に
、
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
3

人
は
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
な
が
ら
感

心
し
た
。

介
護
施
設
に
夫
が
入
所
し
て
も
妻
は
昼

に
来
た
ら
夕
に
は
来
な
い
が
、
妻
が
入
所

す
る
と
夫
は
昼
と
夕
に
面
会
に
来
る
。
食

事
介
助
の
み
な
ら
ず
髪
を
と
か
し
た
り
顔

を
拭
い
た
り
と
微
笑
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

一
人
で
家
に
い
た
く
な
い
、
少
し
で
も
妻

の
そ
ば
に
い
た
い
と
い
う
。

定
年
退
職
し
た
夫
が
家
に
い
る
よ
う
に

な
り
、
妻
は
憂
う
つ
…
。
今
ま
で
自
分
の

ペ
ー
ス
で
家
事
を
し
て
い
た
が
、
や
は
り

夫
が
い
る
と
き
は
掃
除
機
を
か
け
る
の
も

遠
慮
し
て
し
ま
う
。
食
事
が
終
わ
っ
て
出

か
け
て
く
れ
る
と
助
か
る
。
三
度
の
食
事

が
や
は
り
大
変
。「
何
食
べ
る
？
」
と
聞

く
方
も
聞
か
れ
る
方
も
毎
日
で
嫌
に
な
っ

て
し
ま
う
。
料
理
は
脳
を
活
性
化
さ
せ
る

効
果
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
せ
め
て
お

昼
く
ら
い
は
夫
に
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

食
後
の
片
付
け
、
洗
濯
物
の
取
り
込
み
、

ご
み
捨
て
な
ど
、
夫
に
何
が
で
き
る
か
一

緒
に
考
え
て
み
た
い
。

い
か
が
で
し
た
か
。
身
近
な
暮
ら
し
の

中
で
男
女
が
性
別
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
協
力

す
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

事
例
に
あ
る
よ
う
に
、
女
性
、
男
性
に

限
ら
ず
家
族
の
あ
り
方
、
考
え
方
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
料
理
好
き
な
男
性

や
片
付
け
上
手
な
男
性
が
い
る
一
方
、
そ

れ
ら
が
苦
手
な
女
性
も
い
ま
す
。
女
性
だ

か
ら
男
性
だ
か
ら
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、

身
近
な
問
題
に
目
を
向
け
、
お
互
い
が
協

力
し
な
が
ら
生
活
す
る
視
点
と
女
性
の
声

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、
男
女
共
同
参

画
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
一

歩
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
互
い
を
思

い
や
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

た
め
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
で
あ
る
「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
※
20
ペ
ー
ジ
に
記
事
掲
載
）」

や
「
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
見
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
研
修
会
へ
の
交
通
費
を
助
成
す

る
制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
も
一
緒
に
学
び
、
暮
ら
し
の
中
で

実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

作
成
協
力
�
男
女
共
同
参
画
桶
川
市
民

の
会
有
志

昨
年
8
月
、

埼
玉
県
嵐
山

町
の
国
立
女

性
教
育
会
館

で
開
催
さ
れ

た
「
男
女
共

同
参
画
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
か
ら
30
年
程
前
、
日
本
の
企
業
の
多
く
は
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
女
性
の
結
婚
退
職
制
や
若

年
定
年
制
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
や
、
定
年
が

男
性
は
55
歳
に
対
し
て
、
女
性
は
25
歳
か
ら
30

歳
で
あ
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
女
性
が
新
婚
旅

行
か
ら
帰
る
と
職
場
に
机
が
無
い
と
い
う
こ
と

も
珍
し
く
な
か
っ
た
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

講
師
の
赤
松
良
子
さ
ん
の
講
演
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。

1
9
8
5
年
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
制

定
さ
れ
、
女
性
の
人
生
設
計
と
覚
悟
を
大
き
く

転
換
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
法
律

の
制
定
ま
で
に
は
険
し
い
道
の
り
が
あ
り
、
赤

松
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
先
人
達
の
頑
張
り
が

あ
り
ま
し
た
。

30
年
た
っ
た
今
、
女
性
と
男
性
の
働
き
方
は

ど
う
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
男
女
が
共
に
暮

ら
し
や
す
い
働
き
方
と
は
何
か
、
法
律
の
意
義

と
共
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
87
歳
に

な
ら
れ
、
元
気
に
演
壇
に
立
た
れ
る
姿
に
感
動

し
、
心
か
ら
の
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

（
写
真
提
供：

国
立
女
性
教
育
会
館
）

（
男
女
共
同
参
画
桶
川
市
民
の
会
・
Ｎ
）

桶
川
市
男
女
共
同
参
画
情
報
『
か
が
や
き
』
広
報
版

暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
性
別
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
協
力
し
て
生
き
て
い
く
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
考
え
た

と
き
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。『
育
児
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
男
性
』
を
指
す
「
イ
ク
メ
ン
」
も
そ
の

一
つ
で
す
。
今
回
は
、『
暮
ら
し
の
中
の
男
女
共
同
参
画
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

【20年前】
�私「一人暮らしになった遠方の母と一週間過ごしたいので
母の所に行きたい。」

�夫「俺が定年になったら好きなだけ行ってくればいい。」
�

【現在】※夫「要介護3」。その夫の世話に明け暮れて、86
歳の母の所に行くに行けない。

�私「今となっては、もう母の所に行けない。」
�夫「それは運命だね。」
�私「20年前、言う事を聞かないで行っておけばよかった。」

男女共同参画！

今となっては…… ～ある夫婦の会話～事例4

アアソソシシエエをを知知っってていいまますすかか？？
アソシエは、男女共同参画社会の実現を目指して、学
習、交流をするための場所です。1人でも気軽にご利用
ください。
と こ ろ�さくらフレンド（勤労青少年ホーム）
開設時間�9：00～21：30（原則）
広 さ�約23㎡（10人程度の利用は十分可能です）
利用方法�予約不要
そ の 他�貸し出し用の男女共同参画に関する書籍など

もありますので活用してください。
※室内での飲食はご遠慮ください。

「
均
等
法
か
ら
30
年
、
あ
ら
た

な
明
日
へ
」
を
聴
い
て

講師 赤松良子さん

デデーータタでで
見見ててみみよようう！！
世界で比較した日本の男女格差
ジェンダーギャップ（GGGI）指数※
1位 アイスランド
2位 フィンランド
3位 ノルウェー
：
45位 アメリカ
：
99位 中国
：

111位 日本（前回101位）
：

116位 韓国 《2016年度集計》

※ジェンダーギャップ
指数とは…
世界男女格差指数。世界

144の国と地域を対象に、
政治・経済・教育・健康の
4つの部門において男女に
どれだけの格差があるのか
を指数化し、順位をつけた
もの。日本は、特に政治と
経済の分野において、女性
の参画が遅れていることが
わかります。

男性の育休取得率
男性の育休取得率は

（平成26年度：男性2．3％、
女性86．6％）、10年前の
0．5％から上昇傾向にあ
るものの、女性の取得率
と比較すると非常に低水
準です。この数値からも
育児は女性中心である現
状が読み取れます。

＊「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ
ン
カ
ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」…
本
年
度
の「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

（
毎
年
6
月
23
日
〜
29
日
）
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

2017．2 442017．255



���������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�

インドネシア国章 トモホン市章

昨年12月5日・6日の2日間、平成28年度
桶川市協働推進提案事業※で小・中学生によ
るビデオレター交換を通して国際交流をして
いるインドネシアのトモホン市から、副市長、
教育長をはじめとする21人の来訪団が桶川市
を訪問しました。
初日となる5日の夜は、来訪団が宿泊され

た伊奈町の埼玉県県民活動総合センターで歓
迎会を開催し、桶川市来訪を歓迎しました。
また、翌6日にはビデオレターの交換を行

っている桶川中学校および朝日小学校を訪問
し、生徒・児童による合唱で歓迎を受け、大
変感銘を受けていた様子でした。その後、市
庁舎で市長・副市長および教育長と対談を行
い、今後もビデオレターの交換を契機に友好
関係を構築し、更には農業や経済面など幅広
い交流が図られることを期待する形で対談を
終えました。
対談後は、桶川西高等学校を訪れ、西高水

族館およびプラネタリウムを視察されました。

イインンドドネネシシアア・・トトモモホホンン市市かからら
来来訪訪団団ををおお迎迎ええししままししたた

詳しくは�自治文化課

※平成２８年度桶川市協働推進提案事業
「姉妹都市交流への架け橋事業」
�事業概要
NPO法人アジアの仲間による航空フォー

ラムの提案で、平成２８年４月に採択された事
業です。桶川市とトモホン市の相互理解と友
好の輪を深めることを目的に、桶川市の小学
校および中学校の代表児童生徒と、トモホン
市の児童生徒が、相互の学校紹介、地域紹介
などに関する「ビデオレター」を作成し、交
換を行いました。（平成２８年１０月）
�協働している市民団体
NPO法人アジアの仲間による航空フォーラム
（代表理事：助川晋一郎 �０９０－５５５３－００３７）
�トモホン市
トモホン市はインドネシアの北部中央に位

置し、人口約１０万、標高約６００mの高原地帯
にあります。気候は温暖で、花と緑に囲まれ
た温泉が湧く暮らしやすい地域です。また、
幼稚園から大学までの教育に熱く力を注ぐ、
親日家の多い地域です。

▲歓迎会後に全員で集合写真

�対談の様子

�桶川西高校
水族館視察

▲桶川中学校全生徒と記念撮影

▲朝日小学校６年生児童と記念撮影

2017．2 66



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

●
申
告
が
必
要
な
人

平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次

の
①
〜
③
の
ど
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
人

①
所
得
税
の
確
定
申
告
（
還
付
申
告
を
含
む
）
を
す
る
人

②
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収

票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
、
収
入
が
公
的

年
金
の
み
の
人（
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

各
種
控
除
を
追
加
す
る
場
合
は
、
申
告
が
必
要
で
す
）

③
昨
年
の
収
入
が
な
く
、
市
内
に
住
む
家
族
・
親
族
の
扶

養
に
な
っ
て
い
る
人

※
年
金
収
入
が
400
万
円
以
下
で
、
か
つ
他
の
所
得
が
20
万

円
以
下
の
人
で
、
確
定
申
告
が
不
要
の
人
で
も
、
年
金

天
引
き
以
外
の
追
加
の
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
）
が
あ
る
人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

※
平
成
28
年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た
人
も
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

�
市
県
民
税
申
告
書
（
会
場
に
も
あ
り
ま
す
）

�
印
鑑
（
認
印
可
）

�
平
成
28
年
1
月
1
日
〜
12
月
31
日
の
期
間
の
収
入
金
額

や
経
費
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、
給
与
明
細
、

収
支
内
訳
書
な
ど
）

�
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の
（
平
成
28
年
中
に
支
払

っ
た
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
）

（
例
）
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保

険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
。
医
療
費
控

除
を
申
請
す
る
人
は
領
収
書
と
そ
の
内

容
を
記
載
し
た
「
医
療
費
の
明
細
書
」。

障
害
者
控
除
を
申
告
す
る
人
は
障
害
者

手
帳
や
認
定
書
な
ど
。

�
個
人
番
号
確
認
書
類
の
写
し
お
よ
び
身

元
確
認
書
類
の
写
し
（
控
除
対
象
配
偶

者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
人
の
個
人
番
号

の
記
載
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
の
個
人
番
号
確
認
書
類
の

写
し
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

●
郵
送
で
の
提
出
を
お
す
す
め
し
ま
す

申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
申

告
書
の
提
出
は
郵
送
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

記
入
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
押
印

の
う
え
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の

（
写
し
可
）
を
同
封
し
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
扶
養
家
族
な
ど
の
記
入
漏
れ
や
各

種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の
な
ど
が
な
い

場
合
、
所
得
、
控
除
を
修
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
資
料
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
電
話
で
記
入
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
363
―
8501

住
所
記
入
不
要

桶
川
市
役
所
税
務
課
市
民
税
担
当

●
「
市
県
民
税
申
告
会
場
」
で
の
申
告
受
付

申
告
は
な
る
べ
く
指
定
さ
れ
た
受
付
日
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
申
告
会
場
に
申
告
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
3
月

6
日
㈪
〜
15
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
は
、
市
役
所

税
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

市
県
民
税
の
申
告
の
ご
案
内

2
月
20
日
㈪
か
ら
市
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
市
県
民
税
の
申
告
内
容
は
、
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
、
市
県
民
税
の
申
告
を
し
た

人
は
1
月
下
旬
に
市
県
民
税
の
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
3
月
15
日
㈬
ま
で
に
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
確
定
申
告
（
還
付
申
告
）
の
日
程
は
広
報
1
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
税
務
課

受付会場

桶川東公民館
（末広2丁目8番29号）

市役所分庁舎
（上日出谷937番地の1）

受付時間�午前9時～11時、午後1時～3時30分
※上記受付期間中、市役所税務課では受け付けません。
※上記受付日以外は、受付会場に税務課職員がいないため、受け
付けできません。

※毎年、申告初日や午前中は会場が大変混み合います。できるだ
け混雑を避けて来場してください。

※駐車場には限りがありますので、公共交通機関を利用してくだ
さい。

対象地区
東・西・南・北

坂田・坂田東

末広・若宮・寿

神明・小針領家・倉田・
朝日・加納・篠津・
五丁台・舎人新田・
赤堀

鴨川・泉

下日出谷・下日出谷西

上日出谷

川田谷

受付日
20日㈪

21日㈫

22日㈬

23日㈭

27日㈪

28日㈫

1日㈬

2日㈭

2
月

3
月
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